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果樹の花粉媒介昆虫マメコバチの巣筒温湯浸漬による寄生ダニ対策

背 景

成 果

期待される効果

公募型研究 

りんごやおうとう等の着果が安定して収益性が向上し、さらにはイチゴなど果樹以外のバラ科作物
でも利用拡大が期待される。

マメコバチの巣となる巣筒内に繁殖した寄生ダニを、巣筒を破壊せず
かつハチにも影響を与えずに防除する方法が必要である。

１ ２ ３ 寄生ダニを効果的に防除寄生ダニの死滅条件 温湯浸漬で省力化

ツツハナコナダニに寄生された
マメコバチ

ダニの集団

自作槽
（44℃処理は温湯消毒機を用いること）

【前蛹期】
7月上旬（まゆ形成直後）

～7月15日頃

24～26℃・ 72時間浸漬

44℃・ 2時間浸漬
または 24℃・ 72時間浸漬

処理後は筒内の水を切って
すみやかに乾燥

巣筒

まゆ内のハチには影響なし

【休眠成虫期】
9月下旬～10月下旬

まゆのダニ寄生個室率が激減
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問い合わせ先：中央農業試験場 病虫部 病害虫グループ 電話：0123-89-2001


